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Ａ．研究目的 
 近年、前立腺癌全摘除術、強度変調放射

線治療、小線源療法など、治療法が多様化

している前立腺癌に関して、全国的なデー

タ収集・分析が行えるJNCDB(Japanese 
National Caner Database)を作成、運用し、
その診療の質を評価することによって、が

ん登録制度を支援することが目的である。 

 
Ｂ．研究方法 
まず、検査、各治療法、予後などについ

ての詳細な前立腺癌 JNCDB を作成する。
重要度によって分類し、入力時間の短縮を

はかる。また、放射線治療基本データベー

スの項目を設定し、入力用のデータベース

を作成する。 
日米の前立腺癌の放射線治療について

の比較を行う。 

  
（倫理面への配慮） 
調査対象症例のプライバシー保護対策

として、入力データのハッシュ化、データ

センターでのデータの一元化管理、個人情

報保護規定の策定およびその遵守など、強

強固なセキュリティを構築し、個人情報保

護に留意する。 

 
Ｃ．研究結果 
 平成 22-23 年度に、検査、各治療法、
予後などについての詳細な２００項目か

らなる前立腺癌 JNCDBを作成、改良した。
重要度によって三段階に分け、入力時間の

短縮を可能とした。平成 23 年度には、放
射 線 腫 瘍 学 広 域 デ ー タ ベ ー ス 
（ROGAD：Radiation Oncology Greater 
Area Database）として使用されていた項
目をベースとして、放射線治療基本 DBの
入力項目を作成したが、いくつかの調査項

目についての見直しを行った。平成 24 年
度に、研究協力者の篠田充功らとともに改

良した基本項目の Filemaker による入力
ソフトウェアを作成した。平成 25 年度に
は、決定した放射線治療基本データベース

の各項目について検討し、日本放射線学会

データベース委員会にてその項目の妥当

性について確認した。 
 将来的に日本の放射線治療症例の全国

登録が開始された場合、放射線治療の質を
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どのように評価するかが非常に重要にな

ってくる。そこで、DVH 評価ツール
（DVHGraph）および放射線治療計画支
援ソフトウェアMIM maestroについて評
価を行った。DVHGraph は、治療計画装
置で計算されたDVHデータを自動的に読
み込むことができ、線量制約等を簡便に評

価できることがわかった。MIM maestro
は、DICOM-RT データから DVH を作成
でき、線量評価に有用であった。 
また、前立腺癌放射線治療における米国

のガイドラインを調査し、本邦における投

与線量等について比較を行い、日本放射線

腫瘍学会第25回学術大会のシンポジウム
にて今後のあるべき姿について提言を行

った。 

 
Ｄ． 考察 
 放射線治療基本データベースについて

は、本データベースが普及し、放射線治療

症例の全例登録が進めば、放射線治療の実

態、がん治療の均てん化の程度等を比較的

容易に把握できるようになると考えられ

る。そのためにも、入力が簡便なソフトウ

ェアの開発は重要であり、同時に、放射線

治療の質を評価するツールの開発も重要

となる。 
 前立腺癌JNCDBは、国際的な比較にも
有用で、治療の質の均てん化のために、重

要な情報を得ることができる。 

 
Ｅ． 結論 
 前立腺癌JNCDBを作成した。また、放
射線治療症例の全国登録にむけて、放射線

治療基本データベースの各項目を策定し、

入力ソフトウェアを作成した。また、各項

目の妥当性を確認した。 
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